
（様式1）          研究事業評価調書（平成21年度）        平成２１年１２月２５日作成 

事業区分 経常研究（応用） 研究期間 平成２２年度～平成２６年度 評価区分 事前評価 

規模拡大を目指した露地アスパラガスの生産技術確立 研究テーマ名 

 

（副題） 
（露地アスパラガスを新規導入し、生産拡大と未利用部位の加工品の開発により産出額を
向上する） 

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 長崎県農林技術開発センター野菜研究室 内田善朗 

＜県長期構想等での位置づけ＞ 
ながさき夢・元気づくりプラン 
（長崎県長期総合計画後期5か年
計画） 

Ⅱ 競争力のあるたくましい産業の育成 
 ６ 農林水産業いきいき再生プロジェクト 
  ② 農林業の生産性・収益性の向上 

長崎県科学技術振興ビジョン (2)活力ある産業社会の実現のための科学技術振興 

長崎県農政ビジョン後期計画 Ⅱ 地域の特性を生かした産地づくりによる生産の維持・拡大 
 １４ 長崎県農林業をリードする革新的技術の開発 

１ 研究の概要(100文字) 

本県戦略品目であるアスパラガスの規模拡大を図るため、環境に配慮した露地単年どり栽培技術※1（伏せ込

み栽培※2、機械による一斉収穫※3）を開発し、未利用部位※4の加工への利用を検討する。(84文字)
 

研究項目 

①露地アスパラガス単年どり栽培技術の確立 

②有機質肥料を利用した施肥法の確立 

③環境に配慮した病害虫管理技術の開発 

④収益性シミュレーション 

⑤未利用部位を生かした加工技術の検討 

２ 研究の必要性 

１） 社会的・経済的背景及びニーズ 

本県アスパラガスの産出額は24億円（施設野菜第3位）であるが、近年横バイ傾向で推移している。 

一方、水田の高度利用を図るため、単価の安定したアスパラガスについて、環境に配慮した露地栽培技

術を確立するとともに、収穫調整時に廃棄されている未利用部位の加工に取り組み、戦略品目であるアスパ

ラガスの規模拡大により長崎県農政ビジョン後期計画※5の達成を図る。 

 

２） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 

   本県アスパラガス面積は１４６ｈａ（Ｈ１９）で施設栽培が主体であり、露地栽培は極めて少ない。 

アスパラガスの加工は北海道においては研究が進められているが、本県では取り組みがなされておら

ず、未利用部位を利活用した商品開発をすることで、新分野への展開が可能となる。 

３ 効率性（研究項目と内容・方法） 

研究 

項目 
研究内容・方法 活動指標  

Ｈ
22

Ｈ
23

Ｈ 
24 

Ｈ 
25 

Ｈ 
26 

単位 

目標 2 2 2 2 2 技術 
① 

露地アスパラガス単年どり栽培技術を検討す

る。（伏せ込み、一斉収穫、機械の改良） 
作型数 

実績       

目標  3 3  3  3  3 区 
② 

栄養要求特性調査と、有機施肥での収量性を

検討する。※6
施肥法数 

実績       

目標  2  2  2  2  2 種類 
③ 

病害虫発生状況の調査を行い、主要病害虫

に対する有効な防除技術を検討する。 
対象病害虫 

実績       

④ 
コスト分析と売上予測を行い、収益性に関す

るシミュレーションを行う。 
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

目標 

実績 

1 

 

1 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 
分析数

目標 ２ ２ ２ １ １ 
⑤ 

未利用部位の加工適性を評価し、その特性を

生かした加工技術を検討する。 
試作品数 

実績      
品数 



１） 参加研究機関等の役割分担 

 全農ながさき県本部：長崎アスパラガスの流通販売対策 

 地域振興局農林部 ：展示ほ設置による作型や輪作体系の選定、農家への生産安定技術指導 

 

２） 予算 
 

財源 
研究予算 
（千円） 

計 
（千円） 

人件費 
（千円） 研究費 

（千円） 国庫 県債 その他 一財 
全体予算  ６７，６５０ ４６，７６０ ２０，８９０   ２０，８９０
22年度 １３，５３０ ９，３５２ ４，１７８   ４，１７８
23年度 １３，５３０ ９，３５２ ４，１７８   ４，１７８
24年度 １３，５３０ ９，３５２ ４，１７８   ４，１７８
25年度 １３，５３０ ９，３５２ ４，１７８   ４，１７８
26年度 １３，５３０ ９，３５２ ４，１７８   ４，１７８

※ 過去の年度は実績、当該年度は現計予算、次年度以降は案 
※ 人件費は職員人件費の見積額 
 

（研究開発の途中で見直した事項） 

 

４ 有効性 

研究 

項目 
成果指標 目標 実績 

Ｈ
22

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

得られる成果の補足説明等 

① 

② 

③ 

④ 

露地栽培技術の

確立 

 

一斉収穫

800kg/10a 

 

伏せ込み

500kg/10a 

      ○

水田における露地アスパラガスの施肥、防除
を含めた大規模省力栽培体系が確立し、戦略
品目の規模拡大、水田経営農家の所得向上が
図られる。 
 

⑤ 加工技術の開発 ３技術     ○ ○ ○
未利用部位を活用した一次加工技術（粉体、ペ
ースト、カット野菜）の開発を行うことで製品化
が図られる。 

１）従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 

   西南暖地においては、施設アスパラガスの栽培技術の研究が主体であり、露地栽培の試験研究は極めて

少ない。また、無化学肥料栽培等の環境に配慮した研究や収穫残渣等の未利用部位の活用についての研

究報告はなく新規性がある。 

    

２）成果の普及 

■研究成果の社会・経済への還元シナリオ 

 平成２０年度から、一部の産地で水田における転作品目として露地アスパラガス栽培の取り組みが始ま

っており、持続的生産が可能な輪作体系※7について研究を行い、得られた知見や成果については、現地

への迅速的な普及が可能である。 

 

■研究成果による社会・経済への波及効果の見込 

・経済効果 ：約5億円（産出額24億円→29億円） 

（内訳）伏せ込み ： 500ｋg／10ａ×1,500円／kg×10ha  0.8億円 

一斉収穫 ： 800ｋg／10a×1,200円／kg×40ha  3.8億円   合計 4.6億円 

・収穫調製後の未利用部位を活用した付加価値の高い加工品の創出による所得向上 

・水田経営農家の所得向上※8 

 

 

（研究開発の途中で見直した事項） 



（様式2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

 

 

事 

 

前 

（21年度） 

評価結果 

(総合評価段階： Ａ ) 

・必 要 性 Ｓ 

本県アスパラガスの産出額は 24 億円（施設野菜第

3位）であるが、近年横バイ傾向で推移している。 

一方、水田の高度利用を図るため、単価の安定した

アスパラガスについて、環境に配慮した露地栽培技

術を確立するとともに、収穫調整時に廃棄されている

未利用部位の加工に取り組み、戦略品目であるアス

パラガスの規模拡大により長崎県農政ビジョン後期計

画の達成を図る必要がある。 

  

・効 率 性 Ａ 

  本県アスパラガスは施設が主体であり、10 年程度

植え替えなしで栽培する体系が普及しているが、本研

究では、新たに露地栽培における伏せ込みや機械による

一斉収穫単年どり栽培技術の確立を図るものである。 

また、環境に配慮した栽培技術の確立や未利用部位の加

工適性の評価と加工技術、収益性に関するシミュレーション

について検討することとしている。 

このため、農林技術開発センターの野菜研究室を中心と

し、土壌肥料、病害虫、食品加工、企画経営等の各研究室と

の共同プロジェクトにより迅速な技術開発を進める。 

なお、、全農ながさき県本部においては流通販売対

策、地域における展示ほ設置、農家への生産安定技術

指導については地域振興局農林部との連携協力によ

り、開発技術については現地と連携した研究が可能で

ある。  

  

・有 効 性 Ａ 

  西南暖地においては、施設アスパラガスの栽培技

術の研究が主体であり、露地栽培の試験研究は極め

て少ない。また、無化学肥料栽培等の環境に配慮した

研究や収穫残渣等の未利用部位の活用についての

研究報告はなく新規性がある。 

また、平成２０年度から、一部の産地で水田におけ

る転作品目として露地アスパラガス栽培の取り組み

が始まっており、持続的生産が可能な輪作体系につ

いても研究を行い、得られた知見や成果については、

現地への迅速的な普及が可能である。 

 

・総合評価 Ａ 

  露地アスパラガス単年どり栽培技術の確立によ

り、本県戦略品目であるアスパラガスの産出額向上、

未利用部位を活用した加工技術開発による農家所得

の向上、及び水田転作品目としての導入推進により、

水田の有効利用が図られる。 

（21年度） 

評価結果 

(総合評価段階： A ) 

・必 要 性  A 

県の主要品目であること、高齢化の進展、生産経費

の増加、安全安心ニーズの高まり、水田の高度利用

の推進という状況で、本研究の必要性は高い。取り組

むにあたっては、市場性や経済性の検討、技術の導

入先の明確化など計画の具体化を願いたい。 

 

 

 

 

・効 率 性  A 

各分野が参画したプロジェクト研究で効率的な研究

が期待できる。コスト計算、未利用部位の加工技術の

取り組みについても、関係機関と連携し進めてほし

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・有 効 性  A 

一部現地で露地アスパラガスの導入が検討されて

いること、西南暖地での露地栽培技術開発は少ない

ことから有効性は高い。しかし現場利用には株掘り起

こしや移植作業等の労力軽減が必要であり、検討が

必要である。 

 

 

 

 

 

 

・総合評価 Ａ 

過去の露地栽培における問題点を克服し、既存の

施設栽培農家の規模拡大や水田からの転作農家へ

の普及が見込まれる技術確立に取り組んでほしい。 

 



 

 対応 対応 

 

 

途 

 

中 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

 対応 対応 

 

 

事 

 

後 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

 対応 対応 



 


